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様式15別紙 工事種別
材料（機器）

名製
造業者名

規格等
数量

備考
内装工事

○○支持脚
○○工業株式会

社H=1
20～250

○○個F☆☆☆
☆

内装工事
耐水ﾗﾜﾝ合板

○○株式会社
T=12　910 X 18

20
○○枚F☆☆☆

☆
内装工事

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ
○○工業株式会

社T=2
0　600 X 1820

○○枚JIS A ○
○○○ F☆☆☆☆

内装工事
ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

○○工業株式会
社T=2

0　600 X 1820
○○枚JIS A ○

○○○ F☆☆☆☆　○○
処理

内装工事
○○ﾋﾞｽ

○○産業株式会
社3.8

 X 38
一式

注１　品質が
設計図書を満

足しているこ
とがわかる資

料（カタログ
、評価名簿等

）を添付する
こと。

注２　材料の
搬入ごとに、

監督職員に報
告する。ただ

し、あらかじ
め監督職員の

承諾を受けた
場合は、この

限りでない。

材
料

（
機

器
）

一
覧

ＪＩＳ、ＪＡＳ、Ｊ
ＥＭの規格番

号を記載
すること。
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（標仕 1.6.2
） 

様式39   
 
      

  検査
記

録
表

［
指

摘
・

報
告

］
 
 
 

（検査員検査
用） 

検査名 
完成検査 

検査員 
○○、○○ 

工事名 
○○高校○○

棟耐震改修工
事 

検査実施日 
○○年 ○月

 ○日 
監督員 

○○、○○、
○○ 

受注者 
株式会社○○

組 
手直完了日 

 
受検者 

現場代理人○
○ 

主任技術者○
○ 

現場代理人 
     ○

○ ○○  
    印 

符号 区
分 指 

  摘   
事   項 

処   置 
  事   

項 処置年
月日 

確  認  
者 

総括監督員 主
任監督員 一般監

督員 工事監理
者 

指示 注意①
 
注意② 

 
 

 
 

【内業】 
 

 
 

 
 

 

１  
○  

化学物質濃度
測定の施工計

画書
において測定

方法が確認で
きな

い。  
 

  

 
 

 
 

２  
○  

耐震壁増設部
のあと施工ア

ンカ
ーの埋込長が

確認できない
。  

 
 

 
 

 

３  
○  

耐候性塗料塗
りの品質確認

の方
法が確認でき

ない。 
   

 
 

 
 

 

４  
 

○ 工事写真
の黒板に誤記

がある。   

 
 

 
 

 

 
 

 
 

【外業】 
 

 
 

 
 

 

５  
 

○ アルミ
ニウム製建具

がスムーズ
に開閉しない

。 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［ 備 考 
］ 

  

      
      

      
      

      
      

      
 ※ １ 用

紙サイズは適
宜拡大可 

※ ２ 必要
に応じて図面

、写真等を添
付すること

検査記録表[
指摘・報告]

と
検査記録表[

指摘・報告]
の

両方に押印す
る。 

なお、 }でま
とめて押印し

ても良い。 
・指摘事項の

みを記載する
こと。 

（「～が確認
できないので

、～が確認で
きる写真を追

加するこ
と。」のよう

に対応方法を
含めた内容と

しないこと。
） 

・指摘事項は
具体的に記載

すること。 
（単に「書類

整理」「写真
整理」のよう

に記載しない
こと。） 

内業と外業を
分けて記載す

ること。 

検査結果の講
評で行った区

分に○を入れ
ること。 

検査記録表[
指摘・報告]

の
指摘を囲み、

破線部分を記
載し工事監理

者を通じて監
督員に提出す

る。 
【検査員検査

で指摘が有る
場合】 

現場代理人、
主任（監理）

技術者、シス
テム設計者等

を記載するこ
と。 敬称略 
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（標仕 1.6.2
） 

様式39   
 
      

  検査
記

録
表

［
指

摘
・

報
告

］
 
 
 

（検査員検査
用） 

検査名 
完成検査 

検査員 
○○、○○ 

工事名 
○○高校○○

棟耐震改修工
事 

検査実施日 
○○年 ○月

 ○日 
監督員 

○○、○○、
○○ 

受注者 
株式会社○○

組 
手直完了日 

 
受検者 

現場代理人○
○ 

主任技術者○
○ 

現場代理人 
     ○

○ ○○  
    印 

符号 区
分 指 

  摘   
事   項 

処   置 
  事   

項 処置年
月日 

確  認  
者 

総括監督員 主
任監督員 一般監

督員 工事監理
者 

指示 注意①
 
注意② 

 
 

 
 

【内業】 
 

 
 

 
 

 

１  

○  
化学物質濃度

測定の施工計
画書

において測定
方法が確認で

きな
い。  

施工計画書に
測定方法を記

載した。 ○○年○月○日 
 

 
 

 

２  
○  

耐震壁増設部
のあと施工ア

ンカ
ーの埋込長が

確認できない
。 工事写真に埋

込長が確認で
きる写

真を追加した
。 

 ○○年○月○日 
 

 
 

 

３  

○  
耐候性塗料塗

りの品質確認
の方

法が確認でき
ない。 

施工計画書に
品質確認の方

法を記
載し、使用した

空缶の工事写
真を添

付した。 
○○年○月○日 

 
 

 
 

４  
 

○ 工事写真
の黒板に誤記

がある。 工
事写真のコメ

ント欄で誤記
を訂

正し、監督員
の確認を受け

た。 ○○
年○月○日  

 
 

 

 
 

 
 

【外業】 
 

 
 

 
 

 

５  
 

○ アルミ
ニウム製建具

がスムーズ
に開閉しない

。  
建具調整を行

い監督員の確
認を受

けた。  
○○年○月○日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［ 備 考 
］ 

  

      
      

      
      

      
      

      
 ※ １ 用

紙サイズは適
宜拡大可 

※ ２ 必要
に応じて図面

、写真等を添
付すること

・指摘事項の
みを記載する

こと。 
（「～が確認

できないので
、～が確認で

きる写真を追
加するこ

と。」のよう
に対応方法を

含めた内容と
しないこと。

） 
・指摘事項は

具体的に記載
すること。 

（単に「書類
整理」「写真

整理」のよう
に記載しない

こと。） 

内業と外業を
分けて記載す

ること。 

検査結果の講
評で行った区

分に○を入れ
ること。 

処置が完了し
たら、検査記

録表[指摘・
報告]の報告

を
囲み、処置事

項、処置年月
日を記載し、

必要書類を添
付して、工事

監理者を通じ
て監督員に提

出する。 
検査記録表[

指摘・報告]
と

検査記録表[
指摘・報告]

の
両方に押印す

る。 
なお、 }でま

とめて押印し
ても良い。 指摘事項の区

分が、指示又
は注意①の

場合は、必要
書類を添付す

る。注意②
の場合は、監

督員の指示に
従うこと。 

【検査員検査
で指摘が有る

場合】 
指摘事項の区

分が「指示」
の場合に記載

する。 
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（標仕 1.6.2
） 

様式39   
       

  検査
記

録
表

［
指

摘
・

報
告

］
 
 
 

（検査員検査
用） 

検査名 
完成検査 

検査員 
○○、○○ 

工事名 
○○高校○○

棟耐震改修工
事 

検査実施日 
○○年 ○月

 ○日 
監督員 

○○、○○、
○○ 

受注者 
株式会社○○

組 
手直完了日 

 
受検者 

現場代理人○
○ 

主任技術者○
○ 

現場代理人 
     ○

○ ○○  
    印 

符号 区
分 指 

  摘   
事   項 

処   置 
  事   

項 処置年
月日 

確  認  
者 

総括監督員 主
任監督員 一般監

督員 工事監理
者 

指示 注意①
 
注意② 

 
 

 
 

【内業】 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

指摘事項無し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

【外業】 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

指摘事項無し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［ 備 考 
］ 

  

      
      

      
      

      
      

      
 ※ １ 用

紙サイズは適
宜拡大可 

※ ２ 必要
に応じて図面

、写真等を添
付すること 

}でまとめて
押印しても良

い。 

検査記録表[
指摘・報告]

の報告を囲み
、工事監理

者を通じて監
督員に提出

する。 
【検査員検査

で指摘が無い
場合】 
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「検査員検査」受検後の処理について

１，「検査員検査」受検後は､検査記録表を提出する。

２，検査記録表に添付する資料は、下表のとおりとする。

指摘 報告 内業 外業

指摘事項がない場合 ○ ○ ○

指摘事項がある場合 ① ○ ○ ○

①及び②を提出 ② ○ ○（注）

３，指摘事項の区分が「指示」の場合の措置は、別途協議する方法とします。

指摘事項への

対応資料

検査記録表 検査状況写真

（注）指摘事項のうち「注意②」については、検査記録表への添付は不要です。
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40別紙１ 
 

工 事 中 施 工 記 録 書  報告期間中の日々の主な作業、材料の搬入状況、作業員数、気温を記録する。 月 日 曜 日 天 候 主 な 作 業 作 業 員 数 備  考 気 温 最 高 最 低   ○／26 土 ○ 休み 0  35.0 26.0 

27 日 ○ 休み 0  33.5 25.5   28 月 ○ 1F型枠解体、3F型枠建込 10  33.0 25.0   29 火 ◎ 1F型枠解体、3F型枠建込 10  32.0 25.0   30 水 ● 1F型枠解体、3F型枠建込 8  30.5 24.0   31 木 ● 1F型枠解体、3F型枠建込 8  30.0 24.5 △／ 1 金 ◎ 1F型枠解体、3F型枠建込 10  31.5 25.0 

    2 土 ○ 休み 0  31.5 24.5 

    3 日 ○ 休み 0  32.0 24.0 

    4 月 ○ 1F型枠解体、3F型枠建込 12  32.5 23.5 

    5 火 ○ 1F型枠解体、3F型枠建込 11  32.0 24.0 

    6 水 ◎ 1F型枠解体、3F型枠建込 9  31.5 23,5 

    7 木 ◎ 1F型枠解体、3F型枠建込 8  31.5 23.5 

    8 金 ◎ 1F型枠解体、3F型枠建込 6 施設側発注工事あり 30.0 23.0 

    9 土 ● 休み 0 施設側発注工事あり 28.5 23.0 

   10 日 ◎ 休み 0 施設側発注工事あり 29.5 24.0 

   11 月 ○ 1F ｻｯｼ取付、3F配筋 12  30.0 24.0 

   12 火 ○ 1F ｻｯｼ取付、3F配筋 12  29.5 23.0 

   13 水 ○ 1F ﾄﾛ詰め、3F配筋 10  29.0 22.0 

   14 木 ◎ 1F ｶﾞﾗｽ嵌込、3F配筋 12  28.5 23.0 

   15 金 ◎ 1F ｶﾞﾗｽ嵌込、3F配筋 13  28.0 22,5 

   16 土 ○ 休み 0  29.0 23.0 

   17  日 ○ 休み 0  28.5 22.5 

   18 月 ○ 1F額縁取付､内外部補修､3F配筋 11  28.0 22.0 

   19 火 ● 1F額縁取付､内外部補修 10  27.0 22.0 

   20 水 ○ 2F ｽﾗﾌﾞ型枠解体、3FCON打設 14  28.0 21.5 

   21 木 ○ 1F ｳﾚﾀﾝ吹付、2F ｽﾗﾌﾞ型枠解体 12  28.0 21.0 

   22 金 ○ 1F ｳﾚﾀﾝ吹付、2F ｽﾗﾌﾞ型枠解体 10  27.5 21.0 

   23 土 ○ 休み 0  27.0 21.0 

   24 日 ◎ 休み 0  27.0 21.5 

   25 月 ◎ 2F ｽﾗﾌﾞ型枠解体、4F壁配筋 14  27.5 21.5 晴  曇  雨  雪   ○  ◎  ●  △  現場作業 
(A) 

休工日 (現場閉所) (B) 対象外 現場要請 による作業(対象外) 達成率 
(B/(A+B)) 当月  ２１日  １０日  ０日  ０ 日 32.3％ 累積 ○○○日 □□日 △日 ☆ 日 ●●％ （注 1）行の幅は、作業内容等に応じて適宜変更する。 （注 2）最下欄は、県土マネジメント部建築工事における週休２日の対象工事の場合に記入する。 
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様式41 （標仕　1.2.1）自 ○○ 年 ○ 月 12 日 株式会社○○組至 ○○ 年 ○ 月 18 日 印5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日○ ○ ◎ ◎ ◎ ● ◎

定例会議 　　施設側発注工事あり 定例会議○□梁圧接･ＵＴ立会 ▽サッシ取付確認検査 ○□▽ガラス搬入検査 定例会議 ○▽配筋検査 ○□生コン搬入検査 ○ウレタン施工確認検査晴 曇 雨 雪○ ◎ ● △注１ 検査の実施、予定を下記の印にて記載すること。 点線　　予定①　▼印　監督員の検査、立会い確認事項（▽印は予定） 実線　　実施②　■印　工事監理者の検査、立会い確認事項（□印は予定）③　●印　受注者の検査確認事項（○印は予定）注２ 施設の行事、特記すべき作業（著しい騒音や粉塵を伴う作業）を、その他欄や備考欄に記載すること。注３ 週の先頭を定例打合せ日に合わせること。注４ 休工日を色を変えて表示すること。

週　　間　　工　　程　　表

項　目 来 週 （ 予 定 ）

４階

日 備　考先 週 （ 実 施 ） 今 週 （ 予 定 ）

21日のCo打設時に立入禁止場所有り。（別図面）
天候曜日

３階

現場代理人区分１階
主任担当技術者 ○○　○○○○高校○○棟新築等工事

２階

監　督　員 工事監理者

その他（検査、行事等）

主任監督員 一般監督員 管理技術者 工 事 名受 注 者
ｻｯｼ取付トロ詰めｶﾞﾗｽ嵌込み ｳﾚﾀﾝ吹付内･外部補修ｽﾗﾌﾞ型枠解体･清掃手摺返し型枠･ｽﾗﾌﾞ止め

3階CON墨出し
額縁取付

特記すべき作業等を記載すること。
施設の行事等を記載すること。

今週の期間を記載する。

作業を行わない日には線

柱･壁･ｽﾗﾌﾞ型枠建込及び固め
ｽﾗﾌﾞ型枠解体･片付け･清掃･躯体ﾁｪｯｸ

梁ｽﾗﾌﾞ配筋･柱圧接配筋
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様式42
（標仕　1.2.

1）
○○高校○○

棟新築等工事
株式会社○○

組
○○　○○

印
1234

5678
9101112

13141516
17181920

21222324
25262728

2930
木金土日

月火水木
金土日月

火水木金
土日月火

水木金土
日月火水

木金

◇◇☆☆
◇◇◇◇

◇☆☆◇
◇◇◇◇

☆☆◇◇
◇◇◇☆

☆☆◇◇
◇◇－9

21
　 　 施 設 側 発 注 工 事 あ り定 例 会 議

定 例 会 議○ □ 梁 圧 接 ･ Ｕ Ｔ 立 会▽ サ ッ シ 取 付 確 認 検 査○ □ ▽ ガ ラ ス 搬 入 検 査
定 例 会 議  ○ ▽ 配 筋 検 査○ □ 生 コ ン 搬 入 検 査○ ウ レ タ ン 施 工 確 認 検 査

定 例 会 議▽ ウ レ タ ン 施 工 確 認 検 査○ 配 筋 検 査□ 配 筋 検 査 休 日 予 定
作 業 予 定

注１検査の
予定を下記の

印にて記載す
ること。

①　▽印　監
督員の検査、

立会い確認事
項②

　□印　工事
監理者の検査

、立会い確認
事項③

　○印　受注
者の検査確認

事項
注２施設の

行事、特記す
べき作業（著

しい騒音や粉
塵を伴う作業

）を、その他
欄や備考欄に

記載すること
。

注３休工日
を色を変えて

表示すること
。

注４現場閉
所における凡

例　　◇：現
場作業　　☆

：休工日　　
－：対象外　

　要：現場要
請による作業

（対象外）

現場閉所 その他（検査、行
事等）

30.0% 現場閉所率 （予定）

３階
21日のCo打設時に立

入禁止
場所有り。（別図面

）
４階１階 ２階

受注者 現場代理人
工　種

日
備　考

曜日
月

　
間

　
工

　
程

　
表

（
○

○
年

○
○

月
分

）

監　督　員
工事監理者

主任監督員
一般監督員

管理技術者主任
担当技術者

工事名
ｽﾗﾌﾞ型枠解体･片付

け･清掃･躯体ﾁｪｯｸ
ｻｯｼ取付

ｳﾚﾀﾝ吹付
造作工事

トロ詰め
内･外部補修

ｻｯｼ取付け
ｽﾗﾌﾞ型枠解体･片付

け･清掃
柱･壁･ｽﾗﾌﾞ型枠建

込及び固め
手摺返し型枠･ｽﾗﾌ

ﾞ止め
3
階CON

壁型枠解体
梁ｽﾗﾌﾞ配筋･柱圧接

配筋
墨だし

壁配筋 柱･壁･ｽﾗﾌﾞ型枠建
込及び固め 特記すべき作業

等を記載するこ
と。

施設の行事等を 記載すること。

ｶﾞﾗｽ嵌込み
額縁取付
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打合せ記録の作成について

１，打合せ記録は、「全体会議用」及び「分科会用」を作成

①全体会議用

②分科会用

２，打合せ記録は、「議事次第用」及び「前回議事録」をワンセットで作成

（初回打合せの際は、「議事次第用」のみ）

３，打合せ記録の目的等

区分 目的等

打合せ記録 議事次第用 ・打合せ当日の議事進行用及び打合せメモ用として活用

①全体会議用 ・議事録として作成した後は、保管する必要はない

②分科会用 前回議事録 ・前回の打合せ結果の確認用として活用

４，打合せ時に準備する書面（原則）

議事次第用 前回議事録 週間 月間

全体会議用 ○ 必要に応じて準備

月末開催時

分科会用 必要に応じて準備

○ ○ ○

○ ○ ー

全体会議（監督員・工事監理者・施工者（建築、電気、機械）及び施設管理者等が一同に会し

て、工事全般（別発注の工事を含む）に関する打合せを行う）の際に活用する

分科会（建築、電気、機械等の各分野に分かれ、主として個別の技術面に関する打合せを行う。

議事内容によっては、施設管理者等が参加する場合もある）の際に活用する

・打合せ時に指摘があれば修正し、議事録としてとりまとめ、押印

のうえ引渡書類として整備する

打合せ記録 工程表

ー

議題検討用資料
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■
打
合
せ
記
録
の
流
れ
（
第
３
回
打
合

せ
記
録
→
第
４
回
打
合
せ
記
録
の
例
）

打合せ記録（
第３回）（議事

次第用）
１，前回議事録

の確認
２，前回までに

保留及び検討と
なった事項

３，議題 ４，その他
打合せ記録（

前回（第２回）
議事録）

（前回（第２回
）議事録）

（前回（第２回
）議事録）

（前回（第２回
）議事録）

１，前回議事録
の確認

２，前回までに
保留及び検討と

なった事項
３，議題 ４，その他前回の打合せ内

容を
「前回（第２回）

議事録」としてと
り

まとめておき、今
回打合せ時（第

３回）に確認す
る

打合せ記録（
第２回議事録

完成版）
（第２回議事録

完成版）
（第２回議事録

完成版）
（第２回議事録

完成版）
１，前回議事録

の確認
２，前回までに

保留及び検討と
なった事項

３，議題 ４，その他

項目２～項目４
に記載された内

容に沿って
打合せを行う。 打合せの際には

、次の書類を用
意しておく。

・週間工程表、
月間工程表（月

末時）
・保留事項、議

題等の検討資料
「前回議事録の

確認」の際に修
正

事項があれば
修正し、押印の

うえ
「打合せ記録」

（第２回議事録
完

成版）として整
備保管し、工事

完
第３回打合せ

時の準備書類

打合せ記録（
第４回）（議事

次第用）
１，前回議事録

の確認
２，前回までに

保留及び検討と
なった事項

３，議題 ４，その他
打合せ記録（

前回（第３回）
議事録）

（前回（第３回
）議事録）

（前回（第３回
）議事録）

（前回（第３回
）議事録）

１，前回議事録
の確認

２，前回までに
保留及び検討と

なった事項
３，議題 ４，その他

打合せ記録（
第３回議事録

完成版）
（第３回議事録

完成版）
（第３回議事録

完成版）
（第３回議事録

完成版）
１，前回議事録

の確認
２，前回までに

保留及び検討と
なった事項

３，議題 ４，その他
第４回打合せ

時の準備書類
前回（第３回）

の打合せ内容
を

「前回（第３回
）議事録」とし

てとりまとめて
おく

押印・保管し、成 果物として引渡す
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 様式43   
      

      
      

      
      

      
      

      
      

      
（標仕 1.2.4

(2
)） 

主任監督員 
一般監督員 

工事監理者 
  

打
 
合
 
せ
 
記
 
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理番号 
 

 
 

工 事 名 
      

      
      

 工 事 
第     

回 
次回予定       

  月   
 日 

      
      

 時   分
～ 

打合せ日時 
      

年   月 
  日（  

） 
      

  ：   
  ～   

  ：  
 

 

出 席 者 
監督員（  

     ）
 

工事監理者（
      

 ）    
      

      
      

（所管課・施
設管理者） 

      
      

施工者（  
     ）

      
 

打 合 せ 
内 容 

打合せ結果（
決定・保留・

検討事項） 
決定 保留 検

討 現場代理人
 確認印 

 
 

 
 

 
 

 

１ 前回打合
せ事項の確認

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２ 前回まで
に保留及び検

討となった事
項 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

３ 議題 
 

 
 

 
 

 
（１）工事工

程 
 

 
 

 
 

 
（２）報告事

項・連絡事項
 

 
 

 
 

 

 
（所管課・施

設管理者） 
 

 
 

 
 

 
（県有施設営

繕課） 
 

 
 

 
 

 
（工事監理者

） 
 

 
 

 
 

 
（工事施工者

） 
 

 
 

 
 

 
（３）検討事

項 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４ その他 
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 様式43   
      

      
      

      
      

      
      

      
      

      
  （標仕 1

.2
.4
） 

主任監督員 
一般監督員 

工事監理者 
  

打
 
合
 
せ
 
記
 
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理番号 
 

 
 

工 事 名 
      

      
      

 工 事 
第   回 

次回予定       
  月   

 日 
      

      
 時   分

～ 
打合せ日時 

      
年   月 

  日（  
） 

      
  ：   

  ～   
  ：  打

合せ場  
 

出 席 者 
監督員（県有

施設営繕課）
■A１ □A２

 ■A３ ■A
４ ■A５ 

（工事監理事
務所）■B１ 

■B２ ■B３
 ■B４  

（所管課（C
）・施設管理

者（D））■
C
1
 ■C2 ■D

1
 ■D2   

      
    

施工者（○○
建設）■現場

代理人E1 ■
監理技術者E

2
 ■主任技術

者E3  ■電
気設備主任技

術者F ■機
械設備主任技

術者G   
     

打 合 せ 
内 容 

打合せ結果（
決定・保留・

検討事項） 
決定 保留 検

討 現場代理人  確認印 
１ 前回打

合せ事項の確
認 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

２ 前回ま
でに保留及び

検討となった
事項 

 
 

 
 

 

 
外壁仕上げ塗

り材及び鉄部
塗装の色決め

について 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

３ 議題 
 

 
 

 
 

 
（１）工事工

程 
 

 
 

 
 

 
 別紙工程表

（週間・月間
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
（２）報告事

項・連絡事項
 

 
 

 
 

 

 
（所管課・施

設管理者） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
（県有施設営

繕課） 
 

 
 

 
 

議
事
次
第
用
の
記
載
例
 

別途、工程表
を作成する 

①週間工程表
：毎回 

②月間工程表
：前月の月末

（最終回） 保留及び検討
となった事項

については、
決定するまで

明記しておく
。 参加予定者を

列記しておき
、■（出席）

□（欠席）と
すれば、出欠

の確認や記録
が効率的であ

る  
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（工事監理者

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
（工事施工者

） 
 

 
 

 
 

 
・断水を伴う

工事について
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
（３）検討事

項 
 

 
 

 
 

 
・既存の撤去

により判明し
た、現況と設

計図面の相違
の  

 
 

 
 

 
報告及び今後

の設計変更対
応の要否につ

いて 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

４ その他
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

検討事項があ
る場合は概要

を記載する。
必要に応じて

、検討資料を
用意する。 

工事施工者か
ら提起される

場合が多いの
で、打合せを

効果的に行う
ため（なる

べく即答でき
るように）、次

に該当するよ
うな事項は、

あらかじめ、
工事監理者

を通じて監督
員に連絡する

ようにしてお
くのが良い。

 

①工事費用、
工事工程等に

大きく影響す
るような事項

 

②設計者、発
注者等への確

認が必要な事
項 

③技術面、各
種基準面の詳

細な検討・確
認が必要な事

項 
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1

様式43   
      

      
      

      
      

      
      

      
      

      
  （標仕 1

.2
.4
） 

主任監督員 
一般監督員 

工事監理者 
  

打
 
合
 
せ
 
記
 
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理番号 
 

 
 

工 事 名 
      

      
      

 工 事 
第     

回 
次回予定       

  月   
 日 

      
      

 時   分
～ 

打合せ日時 
      

年   月 
  日（  

） 
      

  ：   
  ～   

  ：  
 

 

出 席 者 
監督員（県有

施設営繕課）
■A１ □A２

 ■A３ ■A
４ ■A５ 

（工事監理事
務所）■B１ 

■B２ ■B３
 ■B４  

（所管課（C
）・施設管理

者（D））■
C
1
 ■C2 ■D

1
 ■D2   

      
    

施工者（○○
建設）■現場

代理人E1 ■
監理技術者E

2
 ■主任技術

者E3  ■電
気設備主任技

術者F ■機
械設備主任技

術者G   
     

打 合 せ 
内 容 

打合せ結果（
決定・保留・

検討事項） 
決定 保留 検

討 現場代理人 確認印 
１ 前回打

合せ事項の確
認 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２ 前回ま
でに保留及び

検討となった
事項 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３ 議題 
 

 
 

 
 

 
（１）工事工

程 
 

 
 

 
 

 
（２）報告事

項・連絡事項
 

 
 

 
 

 

 
（所管課・施

設管理者） 
 

 
 

 
 

 
（県有施設営

繕課） 
 

 
 

 
 

 
（工事監理者

） 
 

 
 

 
 

 
（工事施工者

） 
 

 
 

 
 

 
（３）検討事

項 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４ その他
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

前回までに保
留及び検討と

なった事項に
ついては、決

定するまで明
記しておく。

 

議
事
次
第
用
作
成
時
の
留
意
事
項
 

別途、工程表
を作成する 

①週間工程表
：毎回 

②月間工程表
：前月の月末

（最終回） 
複数項目を「

］」でとり
まとめて押印

して差し
支えない 

検討事項があ
る場合は概要

を記載する。
必要に応じて

、検討資料を
用意する。 

工事施工者か
ら提起される

場合が多いの
で、打合せを

効果的に行う
ため（なる

べく即答でき
るように）、次

に該当するよ
うな事項は、

事前検討等が
必要となる

ことから、打
合せに先立ち

、工事監理者
を通じて監督

員に連絡する
ようにして

おくのが良い
。 

①設計者、発
注者等への確

認が必要な事
項 

②技術面、各
種基準面の詳

細な検討・確
認が必要な事

項 

参加予定者を
列記しておき

、■（出席）
□（欠席）と

すれば、出欠
の確認や記録

が効率的であ
る  
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1

様式43   
      

      
      

      
      

      
      

      
      

      
 （標仕 1.

2
.4
） 

主任監督員 
一般監督員 

工事監理者 
 打
 
合
 
せ
 
記
 
録
 

（
全
体
会
議
用
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理番号 
 

 

  

工 事 名 
   ○○○

○工事 
第  ○  

回 
次回予定 令和○○年○

○月○○日 
     ○

○：○○～ 
 ○○事務所

内 
打合せ日時 

 令和□□年
□□月□□日

（□） 
   □□：

□□～□□：
□□  

打合せ
場所 ○○

工事監督員事
務所内 

出 席 者 
監督員（県有

施設営繕課）
■A１ □A２

 ■A３ ■A
４ ■A５ 

（工事監理事
務所）■B１ 

■B２ ■B３
 ■B４  

（所管課（C
）・施設管理

者（D））■
C
1
 ■C2 ■D

1
 ■D2   

      
    

施工者（○○
建設）■現場

代理人E1 ■
監理技術者E

2
 ■主任技術

者E3  ■電
気設備主任技

術者F ■機
械設備主任技

術者G   
     

打 合 せ 
内 容 

打合せ結果（
決定・保留・

検討事項） 
決定 保留 検

討 現場代理人 確認印 
１ 前回打合

せ事項の確認
 

 
 

 
 

 

 
 第○回打合

せ記録に基づ
き現場代理人

○○から説明
 

・○○の議事
について、記

録が漏れてい
るので訂正の

こと 
○   

 

 
 

・記録漏れに
ついて追記し

ます。（施工
者） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２ 前回まで
に保留及び検

討となった事
項 

 
 

 
 

 

 
 外壁仕上げ

塗材及び鉄部
塗装の色決め

について 
・外壁塗材に

ついては○○
、鉄部塗装に

ついては△△
で 

○   
 

 
 

お願いします
。（施設管理

者） 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

３ 議題 
 

 
 

 
 

 
（１）工事工

程  
 

 
 

 
 

 
別紙工程表（

月間・週間）
に基づき説明

 
 

 
 

 
 

 
・○○工事試

験については
、監督員も立

ち会うので 
・了解しまし

た。分科会の
際に連絡しま

す。（施工者
） 

○   
 

 
具体的な時間

を連絡のこと
 

 
 

 
 

 

 
・当初提出の

あった実施工
程表と比べて

、○○工事が
 

・当初分には
余裕を含んだ

工程となって
おり、全体工

程に支障は 
○   

 

打合せ記録（
前回議事録用

）の作成上 
の留意事項項

及び記入例 前回打合せ記
録は、成果物

となることか
ら、

誤り等は確実
に修正を行う

こと。  
後日、再確認

が必要になっ
た場合に備え

、
発言者を記載

しておくこと
が望ましい。
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2

 
○日程度、後

の着手となる
が全体工程に

支障ないか。
 

ありません。
（施工者） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
（２）報告事

項・連絡事項
 

 
 

 
 

 

 
（○○課・○

○事務所） 
 

 
 

 
 

 
・○月○日○

時から△△総
会があります

。多数の関係
者 ・了解し

ました。当該
時間は大型車

による搬入予
定はありませ

ん ○ 
 

 
 

 
及び自家用車

等の出入りが
あるので注意

願います 
が、注意する

よう関係者に
伝達します。

（施工者） 
 

 
 

 

 
・△月△月△

時から□□設
備の点検があ

ります。仮囲
い ・了解し

ました。立ち
入り時は、現

場事務所に立
ち寄るよう 

○   
 

 
内に点検業者

が出入りする
のでお願いし

ます。 
点検業者に連

絡願います。
（施工者） 

 
 

 
 

 
 

 点検業者に
連絡します。

（施設管理者
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
（工事監理者

） 
 

 
 

 
 

 
・特になし 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
（県有施設営

繕課） 
 

 
 

 
 

 
・○月○日に

、建築工事現
場で△△の盗

難事件が 
・了解しまし

た。施錠等を
徹底するとと

もに、余分な
資材を 

○   
 

 
発生しました

。現場の施錠
、資材の保管

等について 
保管しないよ

うにします。
（施工者） 

 
 

 
 

 
注意願います

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
（工事施工者

） 
 

 
 

 
 

 
・今月末に断

水を伴う工事
があります。

予定日は、 
・施設関係者

に周知するの
で、断水の日

時及び場所を
示した資料 

○   
 

 
○月○日△時

～△時で、□
□棟全体が断

水します。 
の提供をお願

いします。（
施設管理者）

 
 

 
 

 

 
 

・了解しまし
た。分科会終

了後に資料を
渡します（施

工者） 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
・○月○日は

、会社行事の
ため休工とし

ます。 
 

○   
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

施設管理者か
ら、行事予定

表を入手して
お

くと、工程が
立てやすい 

施設の使用制
限を伴う工事

がある場合は
、

早めに連絡す
ることが必要
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（３）検討事

項 
 

 
 

 
 

 
・○○設備に

ついて、現況
調査したが、

元図面と 
・設置位置に

ついて、変更
はやむを得ま

せんが、なる
べく設計 

○   
 

 
現地のルート

が異なります
。設計図面の

位置での設置
が 図面に近

い位置で検討
願います。（

施設管理者）
 

 
 

 
 

 
困難です。ま

た、建築、△
△設備の変更

も必要と思わ
れ ・具体的

な工事内容は
、建築・設備

の合同分科会
で検討するこ

と  
 

 
 

 
ます。 

とする。（監
督員） 

 
 

 
 
 
㊞
 

 
 

 
 

 
 

 

４ その他 
 

 
 

 
 

 
次回の打合せ

 
 

○   
 

 
 △月△日△

時～ 現場事
務所 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

施設管理者へ
の確認が必要

な意匠面・機
能面等の変

更が発生した
場合、建築・

電気・機械の
全体に関わ

るような事案
については、

全体会議の議
案として取

り上げる（工
事の手戻り等

が発生しない
よう、関係

者の認知を得
ておくため）。
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様式43   
      

      
      

      
      

      
      

      
      

      
 （標仕 1.

2
.4
） 

主任監督員 
一般監督員 

工事監理者 
 

打
 
合
 
せ
 
記
 
録
 

（
□
建
築
□
電
気
□
機
械
□
昇
降
機
 
分
科
会
）
 
 
 
 
 
 

整理番号 
 

 

  

工 事 名 
   ○○○

○工事 
第  ○  

 回 
次回予定 令和○○年○

○月○○日 
      

  ○○：○
○～ 

打合せ日時 
 令和□□年

□□月□□日
（□） 

   □□：
□□～□□：

□□  
打合せ

場所 ○○
工事監督員事

務所内 
出 席 者 

監督員（県有
施設営繕課）

■A１ ■A２
 ■A３  

（工事監理事
務所）■B１ 

■B２   （
所管課（C）・

施設管理者（
D
））□C1 □

C
2
 □D1 □D

2
      

      
  

施工者（○○
建設）■現場

代理人E1 ■
監理管理技術

者E2 ■主任
技術者E3  

      
  

打 合 せ 
内 容 

打合せ結果（
決定・保留・

検討事項） 
決定保留検

討確認印 現場代理人 作成者 
１ 前回打合

せ事項の確認
 

 
 

 
 

 
 

 
 前回の打合

せ記録（別紙
）に基づき現

場代理人○○
 

○○に関する
議事の記載が

漏れているの
で追記のこと

（県有施設営繕課） 
○   

 
 

 
から説明を行

う。 
記載漏れです

ので追記しま
す（施工者）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２ 前回まで
に保留及び検

討となった事
項 

 
 

 
 

 
 

 
外壁の施工調

査結果に基づ
く、工事範囲

の増加につい
て  増加分の

費用が措置で
きたので、施

工調査結果に
基づき工事範

囲 ○  
 

 
 

 
 

を変更する。
変更指示書を

交付するので
、指示内容に

基づき 
 

 
 

 
 

 
 

施工を行うこ
と（監督員）

 
 

 
 

 
 

３ 議題 
 

 
 

 
 

 

 
（１）工事工

程  
 

 
 

 
 

 

 
（２）報告事

項・連絡事項
 

 
 

 
 

 
 

 
（○○課・○

○事務所） 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

打合せ記録（
前回議事録用

）の作成上 
の留意事項項

及び記入例 

決定・保留・
検討のいずれ

かに○をつけ
ること。「保留

」・「検討」に
ついて、厳格

に使い
分ける必要は

ないが、以下
のような区分

とする。 
「保留」①内

容が広範囲で
あるなど、検

討までに至ら
ず、採否、賛

否そのものの
判断を

留保する場合
 

②発注者の判
断が必要など

、判断する権
限が出席者に

ない場合 
「検討」①採

否、賛否の方
向性は判断し

ているが、決
定には技術的

検討が必要な
場合 

    ②採
用対象となる

複数案があり
、絞り込むた

めに優位性等
の検討が必要

な場合 

P - 18



 
2

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（工事監理者

） 
 

 
 

 
 

 

 
・○○工事の

施工計画書に
ついて、修正

箇所が多数あ
る ・修正し

て監督員に提
出します（施

工者） 
○   

 
 

 
ので、修正し

てから監督員
に提出のこと

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（営繕課） 

 
 

 
 

 
 

 
・一工程の工

事が完了して
いる分につい

て、施工報告
書を ・早急

に提出します
。報告書の確

認を受けてか
ら 

○   
 

 

 
提出のこと。

前回も指摘し
ており、次工

程の着手に影
響 次工程に

着手します。
（施工者） 

 
 

 
 

 

 
するので早急

に提出のこと
。 

 
 

 
 

 
 

 
・月間工程表

で来月から施
工する△△工

事について、
 

・書類作成中
です。今週中

に提出します
。（施工者）

 
○   

 
 

 
施工計画書及

び材料使用届
が未提出であ

る。工事着手
前に  

 
 

 
 

 

 
必ず提出のこ

と。 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（工事施工者

） 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（３）検討事

項 
 

 
 

 
 

 

 
・特記仕様書

に○○工事の
△△に適用が

ありますが、
 

・特記仕様書
の△△は記載

誤りです。本
工事に適用あ

りません。 
○   

 
 

 
図面に該当箇

所が見当たり
ません。工事

範囲を指示 
（監督員） 

 
 

 
 

 

 
してください

。 
 

 
 

 
 

 

 
・○○の材料

について、厚
みの寸法指示

（ｔ＝100）が
 

・JIS規格が
あり性能、仕

様上同等と考
えられるので

変更して 
○   

 
 

 
ありますが、

採用予定のメ
ーカー仕様で

は厚みが異な
り 差し支え

ない。ただし
、寸法変更に

伴う他への影
響を考慮して

 
 

 
 

 
 

 
ます（ｔ＝95

）。JIS規格
があり、性能

上問題ないと
 

施工のこと（
監督員、工事

監理者） 
 

 
 

 
 

 
考えられるの

で厚みを変更
してよろしい

か。 
 

 
 

 
 

 

 
・○○工事に

ついて、既存
撤去後実測し

たところ 
・わずかの差

であれば、法
令上、機能上

支障がない。
施工図 

○   
 

 

指摘、指導し
た事項は、後

日のトラブル
防止（工

程の遅れの責
任、成績評定

への反映等）
のため、

確実に議事録
に記録する。

改善されない
場合は、

改善指示書を
交付する。 

工事施工者か
らの検討事項

のうち、設計
図面の変更を

伴う事項につ
いて

は、設計変更
及び契約変更

が必要な場合
もあることか

ら、「現地の状
況、

変更が必要な
事情、変更措

置の有効性」
などの具体的

な記載を求め
、変更

の妥当性等を
判断できるよ

うにすること
。単に「○○を

□□に変更し
たい」

のように、施
工者の要望事

項としないこ
と。  
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既存との取り

合いの関係で
、図示の寸法

より若干小さ
く の確認を

もって、監督
員との協議及

び工事の記録
とする。 

 
 

 
 

 

 
なる箇所があ

ります。この
まま、施工図

を作成して 
（監督員） 

 
 

 
 

 

 
よいか対応指

示願います。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４ その他 
 

 
 

 
 

 

 
返却書類 

 
 

 
 

 
 

 
・A施工計画

書、B施工計
画書 

 
 

 
 

 
 

 
・A材料使用

届、B材料使
用届 

 
 

 
 

 
 

 
・C施工報告

書 
 

 
 

 
 

 

 
提出書類 

 
 

 
 

 
 

 
・D施工計画

書、E施工計
画書 

 
 

 
 

 
 

 
・D材料使用

届、E材料使
用届 

 
 

 
 

 
 

 
・F試験結果

報告書 
 

 
 

 
 

 

 
・変更工程表

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

設計図面の変
更を伴う検討

事項について
は、変更後の

設計内容が元
の設計内容と

同等である旨
の検討結果

を記載のこと
。（金額の変更

を伴うものを
除く）  

建築・電気・
機械等の各分

野について、
主として工事

の技術的な内
容について、

質疑・検討す
べき事項があ

る場合は、議
題として提起

する。 
施設管理者等

に確認が必要
な事項、建築

・電気・機械
の各分野が連

携して対応す
べき事項につ

いては、原則
として全体会

議の議題とし
て提起する。
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48別紙調書 記載例  
 

 

創意工夫実施状況 

 

 該当する評価対象項目 創意工夫の具体的な内容 ■安全衛生関係 
 

 

 

 

 

 

安全衛生教育、技術向上講習会等、ミーティング、安全パトロール等に関する工夫 本工事においては○○であることから 安全衛生教育として○○を工夫して○○に実施し・・・ 安全パトロールとして○○を工夫して・・・・ ・・・ 安全衛生に○○・・・の効果が得られた。 
 「別添資料」 ・安全衛生教育、安全パトロール実施状況写真 ・安全衛生教育等に使用した資料・・・・・ 
 ■施工管理関係 

 

 

 

 

 

出来形の管理等に関する工夫 ・・・・・ 
CAD、施工管理ソフト等の活用 ・・・・・ 

 

 

 

 

  

 ※ 「該当する評価対象項目」欄の右欄には、建設工事成績評定書「考査項目別運用表」「評価対象項目」の該当項目を選んで記入する。 ※ 創意工夫の具体的な実施内容、効果が的確に把握できる記録、写真を添付する。 
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49別紙調書 記載例  
 

 

社会性等実施状況 

 

 該当する評価対象項目 社会性等の具体的な実施内容 Ⅰ．地域への貢献   等 ①災害時等に地域への救援活動等に協力した ○月○日○○時に発生した・・・・ ○○の地域に対して・・・ ○○、○○などの救援を行い・・・ ○○などの対策作業を行い・・・ ・・・・ その結果、・・・・・ 
 「別添資料」 ・救援内容、対策作業に関する実施写真 ・地域との打合せ記録 
 

 ※ 社会性等の具体的な実施内容が確実に把握できる記録、写真を添付する。 
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50別紙調書 記載例  
 

 

工事特性（施工条件等への対応）実施状況 

 

 該当する評価対象項目 工事特性の具体的な実施内容 ■施工現場での対応 地震、台風などにおいて、適切に臨機の対応を行った工事 ○月○日○○時に発生した・・・・ ○○の○○に対して・・・ ○○、○○などの対策を行い・・・ ・・・・ その結果、・・・・・ 
 「別添資料」 ・対策作業に関する実施写真 
 

 ※ 「該当する評価対象項目」欄の右欄には、建設工事成績評定書「考査項目別運用表」「評価対象項目」の該当項目を選んで記入する。 ※ 工事特性（施工条件等への対応）の具体的な実施内容、効果が的確に把握できる記録、写真を添付する。 ※ 建物の面積、高さ、工期など客観的に判断できる項目については、調書の作成を要さない。 
 

 

P - 23


